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フッキソウ（富貴草） 「ツゲ科 フッキソウ属」
北海道～九州、東アジアに分布し、山地の林内に生育し、一見”草”のように見えるが、地下茎

が横に這って繁茂する常緑小低木で、先が立ち上がり、多数の葉が螺旋状につく。

花期は３～５月、雄花は茎の上部に密につき、その下に雌花が５～７個つく。雄花にも雌花にも
花弁はなく、４個の萼片（かくへん）がある。
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令和6年12月定例会

令和6年第10回定例会を12月9日から11日まで開催し、報告議案1件、条例議案5件、予算
議案3件、認定議案１件、その他議案１件の11議案を審議し、全会一致で可決しました。

令和6年度一般会計補正予算（第9号）

補正予算7,039万円が増額され、総額27億9,288万円に

■ 主な歳出

〇議会費 ３万円
〇総務費 ９２３万円
〇民生費 １４３万円
〇衛生費 ７９万円
〇農林水産業費 △１，０６２万円
〇商工費 １８３万円
〇土木費 ２５０万円
〇教育費 ２７６万円
〇災害復旧費 ７，７１９万円
〇災害復旧費 △１，４７５万円

歳出計 ７，０３９万円

■ 主な歳入

〇分担金及び負担金 ３５５万円
〇国庫支出金 ４，６６２万円
〇県支出金 △９７２万円
〇繰入金 ３５７万円
〇諸収入 ２９７万円
〇村債 ２，３４０万円

歳入計 ７，０３９万円

（＊万円以下は、端数調整）

12月定例会（主な議決事項）

地域活性化企業人（企業人材派遣制度）事業
300万円

本年度、産山村総合振興計画、産山村むら・ひと・

しごと創生総合戦略、公共施設等総合管理計画、公営

住宅等長寿命化計画の改正年度となっており、それら

の計画を総合的に統括、指導、助言を受けるため、地

域活性化企業人事業により民間人を活用し計画作成を

行います。（財源 特別交付税100％）

情報通信環境整備対策事業
790万円

簡易水道監視システム整備のための管路調査や本村に

適した通信方式、通信施設の配置計画、効率的な情報通

信ネットワークの技術的検討について委託するもの。

（財源 県費100％）



道路新設改良費
2,000万円

国が定める橋梁点検において調査の結果、鶴崎橋の

架け替え工事が必要となったため、それに伴い架設橋

設置工事を行うもの。(財源 県費66.5％)

令和６年度災害復旧費
7,719万円

その他主な議案

〇報告第6号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告

要旨 「株式会社うぶやま」の7月から9月の経営状況について、前年の売上を上回ることができたが、各種必要資材費がのきな

み上昇しており管理諸費の上昇がある旨の報告があった。

〇議案第63号 産山村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

〇議案第64号 産山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 国の人事院勧告に伴い給与を改正するもの。(民間と職員給与の格差2.76％を解消するため給料月額を引き上げるもの。)

〇議案第65号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

要旨 熊本県市町村総合事務組合から山鹿市が脱退したため除籍するもの。

〇議案第66号 村道の路線認定について

要旨 県道笹倉・久住線の県境付近の改良工事に伴い旧道部分について新たに村道認定するもの。

〇議案第70号 産山村長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 村の報酬審議会の答申を受け据え置きされていた給与を改正するもの。現行650,000円を720,000円へ（10.77％引き上げ）

〇議案第71号 産山村教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 村の報酬審議会の答申を受け据え置きされていた給与を改正するもの。現行490,000円を504,000円へ（2.86％引き上げ）

〇議案第72号 産山村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

要旨 村の報酬審議会の答申を受け給与を改正するもの。なお、議会議員にて協議の結果、議員のなり手不足や熊本県内で現在、

最下位であり、賃金格差が開いているので、平成１５年３月末当時に近い金額とするもの。

（熊本県町村最高額：長洲町251,000円、最低額：産山村194,000円、県内平均231,674円、改正金額223,000円

*ただし、上記は令和5年7月1日現在の報酬額で、他町村においても令和6年度において改正が見込まれる。
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令和6年度に発生した災害、農地災害3件710万円、公

共土木災害4件7,009万円の災害復旧工事を行うもの。

（財源 国県費 公共災害66.7％、農地災害87.5％

及び96.9％）

令和6年度各特別会計補正予算

会 計 名 補 正 額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

産山村診療所特別会計（第2号）
９５万円

６，３２０万円

１名分の看護師会計任用職員の報酬及び給与

の計上と令和５年度のへき地診療所運営費補助

金精算による返還金の支払

介護保険特別会計（第2号） ― ２億８，８５７万円
介護予防生活支援サービス事業負担金を増額

し、積立金（250万円）を減額するもの

（*万円以下は、調整）

改修が必要な山鹿川に架かる鶴崎橋
村道牧野・御湯舟線令和6年災害箇所



12 月 定 例 会 質 疑 応 答

補
正
予
算
か
ら
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【
問
】

産
山
村
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
（
企

業
人
材
派
遣
制
度
）
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

求
め
る
。

【
問
】

企
業
人
派
遣
制
度
と
聞
く
と
村
に
企
業

か
ら
人
材
を
派
遣
し
て
く
れ
た
の
か
と
思
っ
た

が
ノ
ウ
ハ
ウ
の
方
で
知
恵
を
拝
借
す
る
と
い
う

意
味
で
の
企
業
人
材
派
遣
制
度
か
。

【
答
】

産
山
村
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
を
活

用
し
て
事
業
の
計
画
策
定
サ
ポ
ー
ト
支
援
並
び

に
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
各
計
画
（
産

山
村
総
合
振
興
計
画
、
公
共
施
設
等
管
理
計
画
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
、
空
き
家
等
対
策

計
画
）
の
特
定
業
務
を
進
め
る
。

【
問
】

各
種
審
議
委
員
会
が
あ
る
が
、
ど
う
見

て
も
実
働
し
て
い
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
と

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
人
選
の
問
題
で
あ
る
。

最
初
か
ら
地
域
の
代
表
と
し
、
有
識
者
を
入

れ
る
の
は
必
要
で
あ
る
が
、
や
は
り
産
山
村
に

も
女
性
、
若
者
が
い
る
の
で
女
性
や
若
者
を
投

与
す
る
な
ど
の
や
り
方
を
し
な
い
と
形
式
だ
け

の
委
員
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。

是
非
、
委
員
の
人
選
の
在
り
方
を
検
討
し
、

運
営
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】

廃
棄
物
収
集
運
搬
処
分
委
託
料
と
し
て

５
０
０
万
円
、
公
共
施
設
8
カ
所
の
処
理
を
す

る
が
場
所
は
ど
こ
か
。

【
問
】

鶴
崎
橋
の
仮
設
工
事
２
千
万
円
が
今
回

補
正
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
同
じ
よ
う
な
条
件

の
橋
は
あ
る
の
か
。

【
問
】

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
連

携
に
つ
い
て
診
療
所
は
で
き
て
い
る
の
か
。

【
答
】

地
域
活
性
化
起
業
人
は
、
企
業
か
ら
人

材
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
直
接
現
場
で
の
指

導
並
び
に
W
e
b
を
活
用
し
て
会
議
、
研
修
等

行
う
。
人
を
雇
う
の
で
は
な
く
企
業
人
の
立
場

を
そ
の
ま
ま
活
用
し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
く
総

務
省
の
制
度
で
あ
る
。

月
10
日
程
度
、
業
務
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と

で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

や
直
接
研
修
を
し
た
り
、
現
地
調
査
し
て
い
た

だ
く
。

【
答
】

さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
が
設
置
さ
れ
構
成

に
つ
い
て
は
議
会
か
ら
選
出
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
執
行
部
で
選
出
し
た
り
し
て
い
る
が
内
容

に
よ
っ
て
適
材
適
所
と
い
っ
た
形
で
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
委
員
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
い
た
だ

い
た
意
見
を
参
考
に
選
任
等
を
図
り
た
い
。

【
答
】

役
場
、
緑
地
等
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
、

花
の
温
泉
館
、
旧
山
鹿
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、

椎
茸
倉
庫
、
屋
内
多
目
的
施
設
、
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
、
片
俣
倉
庫
の
不
要
物
を
処
理
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
答
】

現
在
、
総
合
管
理
計
画
の
中
で
も
施
設

と
併
せ
て
橋
梁
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い
る
。

今
後
、
村
道
と
し
て
維
持
が
必
要
か
ど
う
か

と
い
う
所
も
含
め
て
方
針
を
き
ち
ん
と
整
理
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
経
過
報
告
に
つ
い
て

は
改
め
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
答
】

産
山
村
診
療
所
で
も
12
月
か
ら
は
マ
イ

ナ
保
険
証
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
で
新
た
に
被
保
険
者
に
な
る
方
は
資
格

証
を
発
行
し
受
診
い
た
だ
い
て
い
る
。

診療所に備え付けられたマイナン

バーカードリーダー
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【
議
員
】
森
林
の
持
つ
重
要
性
、

必
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

森
林
環
境
教
育
は
、
今
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
国
立
研
究
開
発

法
人
森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森

林
科
学
園
と
産
山
学
園
で
、
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
授
業
を
計
画
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
概
要
は
。

【
議
員
】
森
林
環
境
教
育
は
子
ど

も
た
ち
の
総
合
的
な
成
長
と
持

続
可
能
な
未
来
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
り
、
科
学
園
も
積
極
的

支
援
を
約
束
し
て
お
り
、
単
発

的
な
リ
モ
ー
ト
授
業
に
と
ど
ま

ら
ず
、
直
接
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
学
園
全
体
に
効
果
が
上
が

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

Q 「森林環境教育推進の村」として掲げては‼

A 各方面の協力を得ながら取組んでいきたい

【
教
育
長
】
科
学
園
と
１
～
２
月

に
、
森
林
環
境
教
育
の
第
一
人

者
で
あ
る
教
育
的
資
源
研
究
グ

ル
ー
プ
長
の
井
上
真
理
子
氏
と

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
計
画
し
て

い
る
。

井 春夫

議員

■
森
林
環
境
教
育
の
推
進

■
若
者
を
惹
き
つ
け
る
魅
力

あ
る
村
づ
く
り

Q 若者を惹きつける村づくり‼

A 若手職員と共に取り組んでいく

ま
た
、
村
と
し
て
も
「
森
林

環
境
教
育
推
進
の
村
」
を
掲
げ
、

地
域
振
興
や
教
育
、
観
光
な
ど

に
活
用
し
、
村
づ
く
り
を
推
進

し
て
は
。

【
議
員
】
森
林
環
境
を
含
め
た
環

境
問
題
は
、
私
た
ち
が
次
世
代

へ
の
責
任
と
し
て
、
村
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
検
討
願
う
。

【
議
員
】
若
手
職
員
の
や
る
気
を

引
き
出
し
、
自
治
体
全
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
、

若
者
に
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
に

つ
い
て
若
手
職
員
を
ど
う
育
て

て
い
く
の
か
。

【
議
員
】
小
さ
な
村
に
若
者
を
惹

き
付
け
る
村
づ
く
り
に
つ
い
て
。

【
議
員
】
地
域
全
体
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
、
若
者
の
定
住
し

や
す
い
村
づ
く
り
を
実
現
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

【
村
長
】
若
者
が
働
き
や
す
い
改

革
を
進
め
、
処
遇
改
善
等
も
行

な
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
環
境

を
整
備
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

【
村
長
】
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
中
心
と
し
た
振
興
、
住
宅
の

整
備
、
自
然
環
境
と
観
光
な
ど
、

若
手
職
員
と
と
も
に
、
今
後
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
村
長
】環
境
を
守
り
、
観
光
や

産
業
な
ど
に
生
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
各
方

面
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

地
域
の
特
性
、
若
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
が
成
功
の
鍵
で
あ
り
、

協
力
隊
の
積
極
的
な
採
用
、

住
宅
問
題
や
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
を
含
め
検
討
し
、
実

現
を
目
指
す
よ
う
お
願
い
す

る
。
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【
議
員
】
防
災
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
現

在
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

【
議
員
】
近
頃
、
日
本
の
各
地
で
闇

バ
イ
ト
（
空
き
巣
被
害
）
が
多
い
。

主
要
幹
線
道
路
侵
入
口
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
４
、
５
か
所
設
置
す
る
べ

き
で
は
。

【
議
員
】
田
舎
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

言
っ
た
ら
、
ど
こ
に
も
設
置
で
き

な
い
の
で
、
県
道
別
府
・
一
の
宮

Q 防犯カメラを早期に設置すべき‼

A 年度計画を立て設置する

【
総
務
課
長
】
防
災
カ
メ
ラ
は
４
か

所
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
安
心
し
て

住
め
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、

設
置
は
重
要
で
あ
る
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
を
検
討

し
な
が
ら
進
め
る
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況

及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

井 芳美

議員

【
議
員
】
村
内
道
路
線
上
の
竹

林
の
伐
採
状
況
及
び
処
理
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

尋
ね
る
。

【
議
員
】
竹
林
の
処
理
の
仕
方

だ
が
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
に
す
れ

ば
、
土
壌
改
良
剤
と
し
て
、

発
芽
促
進
、
根
の
張
り
を
よ

く
す
る
。
野
菜
の
甘
味
や
う

ま
味
を
増
加
、
お
花
を
元
気

に
さ
せ
る
な
ど
、
効
果
が
現

れ
、
そ
の
活
用
の
仕
方
に
よ

っ
て
は
有
効
利
用
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
竹
チ
ッ
プ
パ

ウ
ダ
ー
粉
砕
機
械
の
導
入
を

考
え
て
は
。

【
経
済
建
設
課
長
】
沿
線
上
の

竹
林
に
つ
い
て
は
、
通
行
に

支
障
な
も
の
は
、
そ
の
都
度

伐
採
し
、
現
在
環
境
譲
与
税

の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

竹
林
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

■
竹
チ
ッ
プ
及
び
パ
ウ
ダ
ー

粉
砕
機
械
の
購
入
補
助

Q 竹チップ粉砕機の導入を‼

A 林業振興推進事業にて対応する

【
総
務
課
長
】
村
の
入
り
口
等
に
設

置
を
想
定
し
た
場
合
、
15
か
所
ほ

ど
設
置
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
設
置
す
る
の
は
経
費

の
負
担
が
あ
る
の
で
、
年
度
計
画

を
立
て
、
福
祉
関
係
施
設
の
周
り

か
ら
先
に
順
次
、
設
置
を
し
て
い

き
た
い
。

線
（
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
）

や
国
道
57
号
線
付
近
か
ら
設
置

す
べ
き
で
は
。

【
議
員
】
現
在
は
外
灯
付
き
の
防

犯
カ
メ
ラ
も
あ
る
。
産
山
は
星

が
見
え
な
い
か
ら
外
灯
つ
け
な

い
方
が
い
い
と
い
う
人
も
い
る

が
、
防
犯
の
た
め
外
灯
も
一
緒

に
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
幹
線
口
、
こ
れ
は

観
光
客
の
方
、
い
ろ
ん
な
方
が

通
過
す
る
。
そ
こ
は
さ
す
が
に

カ
メ
ラ
の
設
置
者
が
遵
守
す
る

べ
き
義
務
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
が
あ
る
の
で
関
係
条
例
を
調

べ
て
制
定
し
、
村
が
訴
え
ら
れ

な
い
よ
う
条
例
整
備
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
竹
パ

ウ
ダ
ー
の
活
用
方
法
と
い
う

の
は
、
私
た
ち
も
認
識
し
て

お
り
林
業
振
興
推
進
事
業
で

木
材
粉
砕
機
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

【
議
員
】
竹
パ
ウ
ダ
ー
は
か
な

り
い
い
も
の
で
あ
る
の
で
村

も
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思
う
。

ま
た
、
村
の
堆
肥
施
設
で

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討

を
お
願
い
す
る
。

こ
の
木
材
粉
砕
機
は
、
粉

砕
機
の
ナ
イ
フ
部
分
を
交
換

す
れ
ば
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
製
造

も
可
能
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
村
内
で
事
業
化
を

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が

い
れ
ば
、
こ
の
事
業
を
使
っ

て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
村
長
】
機
械
購
入
に
つ
い
て

は
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会

と
も
今
後
協
議
を
行
う
。

竹チップ粉砕機

防犯灯付き防犯カメラ
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【
議
員
】
先
日
、
熊
日
新
聞
で

発
が
ん
性
が
懸
念
さ
れ
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
調
査
結
果
で
産
山
村
が

38
ナ
ノ
グ
ラ
ム
検
出
さ
れ
た

と
い
う
報
道
が
さ
れ
た
。

全
員
協
議
会
で
審
議
監
か
ら
、

国
が
示
す
暫
定
目
標
値
以
内

で
あ
る
と
聞
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
民
の

方
々
は
こ
の
新
聞
報
道
に
よ

っ
て
、
懸
念
を
抱
い
て
い
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
産
山
村
は
、
池
山
水
源
、

山
吹
水
源
と
２
つ
の
名
水
が

あ
り
、
観
光
客
や
水
汲
み
の

お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん
訪
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
畜
産
業
、

園
芸
、
そ
し
て
水
稲
と
農
業

に
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
こ
う
い
う
数
字
が
出
た
と

い
う
こ
と
は
、
村
民
の
方
が

疑
念
を
抱
か
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

や
は
り
村
民
の
方
に
産
山

の
水
は
安
心
で
す
と
伝
え
て

7

Q 産山村の水道水の安全性は‼

A 本村の水道水は安心安全である

西村 直樹

議員

■
簡
易
水
道
水
に
つ
い
て

い
か
な
い
と
こ
の
ま
ま
で
は
、

産
山
村
の
水
が
悪
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
の
村
民
や
外
に
向
け
て

の
対
応
を
伺
う
。

【
村
長
】
村
民
の
皆
様
に
は
、

こ
の
度
、
新
聞
報
道
で
あ
り

ま
し
た
村
の
水
源
地
に
お
け

る
水
質
検
査
の
結
果
に
つ
い

て
御
心
配
を
お
か
け
し
た
。

環
境
省
と
国
土
交
通
省
が

令
和
６
年
11
月
29
日
に
公
表

し
た
全
国
の
水
道
水
に
お
け

る
有
機
フ
ッ
化
物
、
い
わ
ゆ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
調
査
結
果
に

お
い
て
、
熊
日
新
聞
に
て
、

産
山
村
の
簡
易
水
道
で
は
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
値
が
38
ナ
ノ
グ
ラ

ム
検
出
さ
れ
た
と
い
う
報
道

が
な
さ
れ
た
。

本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
簡

易
水
道
に
お
け
る
９
項
目
の

基
礎
検
査
を
毎
月
水
源
地
及

び
配
水
池
で
実
施
し
て
き
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
お
け
る
検
査

に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
か

ら
検
査
依
頼
が
あ
り
、
村
と

し
て
、
本
年
５
月
の
基
礎
検

査
に
追
加
し
て
実
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
結
果
で
は
、
国
が
示
す
暫

定
目
標
値
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

内
に
あ
り
ま
し
た
。
本
村
が

自
主
的
に
検
査
を
し
た
こ
と

に
よ
り
産
山
の
水
は
安
心
・

安
全
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
方
は
安
心
し
て
水
道
水

を
使
わ
れ
て
い
い
と
確
信
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
政
策
統
括
審
議
監
】
産
山
村

の
水
質
に
つ
い
て
何
ら
問
題

な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ

と
は
、
私
ど
も
産
山
村
に
と

っ
て
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
村
の
方
が
非
常
に

心
配
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
正
確
な
情
報
と
し
て

し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
こ

と
が
私
ど
も
の
義
務
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

年
末
年
始
に
、
広
報
の
中
に

環
境
省
が
提
示
し
て
い
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
織
り
込
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
と
併
せ

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
う

で
も
、
年
内
中
に
は
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

Q:一部の地域では、PFASが飲み水に含まれている場合が

あると聞きました。大丈夫なのでしょうか。

A: 飲み水中のPFASが暫定目標値を超えることがないよ

うに、水道事業者等による管理をお願いしています。

なお、PFASの摂取が主たる要因とみられる個人の健

康被害が発生したという事例は、国内において確認さ

れていませんが、最新の科学的知見に基づき、暫定目

標値の取扱いについて、専門家による検討を進めてい

ます。

＊環境省が出しているPFAS に関するＱ＆Ａ集より



Q 村道の見直しをするべきでは‼

A 地域の皆さんの意見聞き再編を考える

鈴木 健士

議員

■
道
路
の
管
理
に
つ
い
て

【
議
員
】
県
道
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
村
は
県
道
の
伐
採
等
の
依
頼

を
受
け
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
行
程

で
県
へ
依
頼
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
議
員
】
極
力
、
通
報
依
頼
が
あ
っ

た
ら
、
迅
速
に
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

【
経
済
建
設
課
長
】
村
民
の
方
か
ら

要
望
等
が
上
が
っ
て
き
た
時
は
、

経
済
建
設
課
が
現
況
を
確
認
し
、

振
興
局
土
木
部
へ
、
雑
木
伐
採
依

頼
を
し
て
い
る
。
ま
た
毎
年
、
県

の
方
で
要
望
調
査
が
あ
り
、
提
出

し
て
い
る
。

伐
採
に
つ
い
て
は
、
県
道
敷
に

生
え
て
い
る
雑
木
は
、
県
の
方
で

伐
採
を
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の

土
地
の
木
の
枝
が
、
県
道
敷
内
に

張
り
出
し
て
い
る
場
合
は
、
基
本

的
に
所
有
者
の
方
で
対
応
を
、
お

願
い
し
た
い
と
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

82025（令和7年2月）産山議会だより

【
議
員
】
現
在
、
１
級
、
２
級
村
道

に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
人
も
通
ら

な
い
、
車
も
通
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
そ
の
村

道
に
つ
い
て
も
道
切
り
の
委
託
を

業
者
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
辺
の
見
直
し
を
や
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
議
員
】
こ
の
村
の
情
勢
に
あ
っ
た

路
線
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
林
影
と
か
に
よ
っ
て

凍
結
、
倒
竹
が
予
想
で
き
る
と
こ

ろ
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
交
付
金

等
を
活
用
し
て
整
備
し
、
村
民
が

安
心
・
安
全
に
通
行
が
で
き
る

よ
う
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺

う
。
毎
年
計
画
的
に
路
線
ご
と
に
、

集
中
的
に
側
溝
掃
除
、
雑
木
の
伐

採
を
行
う
形
に
す
れ
ば
と
思
う
が
、

今
後
の
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
考
え
や
計
画
が
あ

れ
ば
伺
う
。

【
議
員
】
村
道
の
分
類
階
級
と
そ
の

分
類
の
格
差
の
根
拠
を
伺
う
。

【
経
済
建
設
課
長
】
村
道
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
例
年
約
４
千
４

０
０
万
円
の
予
算
で
、
道
切
り
・

側
溝
の
清
掃
・
土
砂
除
去
・
除
雪

作
業
・
舗
装
の
補
修
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
毎
年
計
画
を
立
て
、
維
持

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
経
済
建
設
課
長
】
現
在
、
村
道
が

１
１
１
路
線
あ
り
ま
す
。
分
類
の

内
訳
は
、
１
級
村
道
が
６
路
線
、

２
級
村
道
が
７
路
線
、
そ
の
他
村

道
が
98
路
線
で
す
。
基
本
的
に
１

級
村
道
は
、
50
戸
の
集
落
を
つ
な

ぐ
主
要
道
路
。
２
級
村
道
は
、
30

戸
程
度
の
集
落
を
結
ぶ
道
路
。
そ

れ
以
外
の
村
道
と
い
う
定
義
が

さ
れ
て
い
る
。

【
経
済
建
設
課
長
】
現
在
１
１
１
路

線
中
、
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い

る
路
線
や
狭
小
で
車
も
通
れ
な
い

路
線
も
多
く
、
維
持
管
理
も
難
し

い
現
状
で
す
。

今
後
は
、
村
の
交
付
税
と
の
関
係
、

ま
た
、
地
域
皆
さ
ん
の
御
意
見
を

伺
い
、
協
議
・
検
討
を
し
、
村
道

の
再
編
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

雑木等が鬱蒼とした村道産山田尻線小迫付近

伐採が必要な支障木の基準は、建築限界（道路法第30条、道

路構造令第12条）に定められています。

自動車や歩行者の安全な通行を確保するために、車道の上空

「4.5m」、歩道の上空「2.5m」の範囲に、通行の障害となるも

のを置いてはならないとされています。
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【
議
員
】
産
山
村
は
、
草
原
の
村
、

水
源
の
村
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

森
林
の
村
で
も
あ
る
。
現
在
、

大
型
機
械
を
使
っ
て
、
伐
採
、

搬
出
等
を
見
か
け
る
が
、
急

傾
斜
地
に
は
向
い
て
な
い
と

思
う
。

県
外
の
あ
る
地
域
で
は
、

森
林
整
備
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
当
て
て
い
る
。
小

規
模
な
林
業
機
械
を
使
い
、

小
規
模
の
搬
出
路
を
作
り
、

間
伐
材
等
を
搬
出
を
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、
自
伐
型
林

家
で
地
域
に
定
住
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
本
村
に

も
当
て
は
ま
る
形
態
で
も
あ

る
と
思
う
。
そ
の
小
規
模
な

自
伐
型
林
業
形
態
で
も
林
業

機
械
を
そ
ろ
え
る
に
は
資
金

が
必
要
で
あ
る
。
村
も
今
年

度
か
ら
、
産
山
村
林
業
振
興

推
進
事
業
を
始
め
た
が
、
林

業
機
械
は
新
品
が
基
本
と
聞

い
て
い
る
。
同
様
の
事
業
形

態
で
、
中
古
林
業
機
械
を
認

Q 林業振興推進事業で中古林業機械を認めては‼

渡辺 裕文

議員

■
産
山
村
林
業
振
興
推
進

事
業
補
助
金

9

A 農業振興推進事業との絡みがあるので執行部で検討したい

め
て
い
る
町
も
あ
る
。
村
民

の
中
に
も
中
古
も
認
め
て
ほ

し
い
と
の
声
も
あ
る
。

村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

【
村
長
】
森
林
整
備
は
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

産
山
村
林
業
振
興
推
進
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
の
な
か

で
新
品
に
限
る
と
決
め
て
あ

る
。実

際
、
運
用
す
る
中
で
、

中
古
の
要
望
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
経
済
建
設

常
任
委
員
会
と
相
談
し
な
が

ら
決
め
た
経
緯
も
あ
る
。
事

業
を
推
進
す
る
た
め
に
で
き

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
今

後
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会

に
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
一
度
決
め
て
お
り
、

中
古
機
械
の
導
入
が
決
し
て

悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
他
町
村
で
も
一
定
の
要

件
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め

て
、
改
め
て
、
執
行
部
の
ほ

う
で
検
討
し
て
、
提
案
し
て

い
き
た
い
。

事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
課
題
も
た
く
さ
ん
出
て

く
る
の
で
、
対
応
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
い
る
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
い
た

だ
き
た
い
。

【
議
員
】
小
規
模
の
林
家
を
育

成
す
る
意
味
で
も
、
有
効
に

林
業
振
興
推
進
事
業
の
補
助

金
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。



議会議員研修報告（11月5日～7日）

山梨県小菅村と東京都多摩森林科学園の取組みを研修しました。
こすげむら

【研修趣旨及び参加者】
① 本村で現在進めている少子高齢化対策のため移住定住、山村留学について東京都心から

２時間であるが多摩川の最上流部の山梨県小菅村にて現在の状況や効果について研修。

② 自然環境を生かした村独自の教育の可能性について調査するため、国の行政機関である
多摩森林科学園での取組みを研修。

③【研修参加者】
議員8名、教育長、議会事務局長及び執行部から3名の13名

102025（令和7年2月）産山議会だより

【概要】

山梨県の東北端の県境に位置しており、周囲は１０００メートル
級の山々に囲まれている。東は東京都西多摩郡奥多摩町と接し、村

の面積は、５２．７８k㎡で９５％が林野であり、林野面積の３３

％にあたる１６５６haが東京都の保有林（水源林）であり東京都水
道局水源管理事務所が管理し、人口は６１８人で高齢化率は４８％

と高い。

【視察研修の概要】
小菅村の主な産業は林業で昭和６２年から「多摩源流」を村づくりのキーワードとしてきれい

な水を守るため下水道の整備普及率１００％やハイキングコースの整備、宿泊施設の整備を行っ

ている。その中で「源流親子留学制度」を設置し述べ２７世帯が移住し小菅小学校の児童３２名

のうち、移住児童が２０名となっている。また、移住定住対策として小菅村移住の「カタチ」と
いうことで、住からの移住、職からの移住が主なものである。

1）源流親子留学制度

豊かな自然環境や農山村の生活文化・歴史的資源を活用し、村への親子留学を希望する児童・
生徒及びその保護者を受入れ、地域住民との交流を通して、子どもたちの豊かな人間性を育成す

ることにより、学校教育の充実と地域の活性化を推進。
・応募要件 原則として小学校１年生の児童とその保護者とし中学

３年まで継続して留学。

・受入れ期間 原則４月１日から翌年３月３１日までの１年間。ただ

状況等に応じて年度途中でも１年以上留学する意思が

ある場合には、受入れを検討する。

・平成25年～令和5年の実績 世帯数２９戸、親４０人、子供５３人

村の人口の１５％

・受け入れ側から見た難しさ・・・移住施設の確保難・移住者の価値観・

村の行事への理解など

・移住者側から見た難しさ・・・・学校の外に子どもを預ける体制が弱い・交通の不便・緊急時の医療体制など

2）移住支援対策

自然豊かな田舎で暮らしたいという移住者も多く、毎年３０人前後の方が転入している。
①親子留学からの移住：移住を推進する一つの施策として小菅村では移住しゆったりと子育てをするご家族を募集。

②職からの移住：単身者向け住宅を整備として「職からの移住」の増加を背景に、単身向け住宅（タイニーハウス）

の整備も進め現在では、地域おこし協力隊や役場職員などの就職を機に移住したIターンの若者が住んでいる。

山梨県 小菅村

小菅村玄関ロビーにて撮影

奥多摩町



③企業進出からの移住：過疎化に歯止めをかけるため、地方創生（小菅村地方創生総合戦略）の中で生まれたローカ

ルベンチャー企業や都市部から拠点を当村に移し活動する企業が大きな雇用の受け皿となり

それに伴う移住。

【研修を終えて】
小菅村は、人口６００人余りの小さな村であるが少子化対策と移住定住

を結びつけ成果を上げている。また、単身者用に台所、居間、ベット、バ

ス、トイレといったものが一部屋に集約されたタイニーハウス住宅を整備

し若者の住みたくなる環境整備を行っている。
地理的なものは本村と同じ源流域であるが本村より山脈が急峻で厳しい

条件下ではある。説明された方もIターンの役場職員で就職を決めた理由

として自然が好きで何より教育長自ら村について終始熱心に説明があり、

それに感銘し就職至ったとの事でした。
本村においても将来的には、人口が８００人なると統計推移が出ており、

移住定住対策及び少子化対策について議会、役場職員、村民が一丸となっ

て取り組まなければならない時期にあると認識した次第です。

【概要】
東京都八王子市に位置し、大正１０年２月に宮内省帝室林野管理局

林業試験場として発足し現在では、森林・林業・木材産業に関する我

が国の中核研究機関である森林総合研究所の支所の一機関です。

【視察研修の概要】

① 林野行政による森林環境教育の推進

森林での直接的な体験を通じて、循環型資源を育む地域の自然環境である森林について知り
森林の関われる技能や態度、感性、社会性、課題解決力などを養い、これからの社会の形成者

として、持続的な社会の文化を担う人材育成を目指した機関で、本村においても今後自然を活

かした森林教育が必要と考えられ研修を行いました。

②有害鳥獣対策について
多摩森林科学園の５６haの敷地内においてもイノシシやシカの生息が確認されるようになり、

それに伴い有害鳥対策について研究され「都市近郊の森林におけるイノシシ対策マニュアル」

が作成されておりマニュアルの内容について説明いただきました。その後本村の状況について、

意見交換が行われました。

【研修を終えて】

多摩森林科学園にて他市町村との森林環境教育の事例等に
ついて説明を聞き、森林に恵まれた環境にある本村において

も森林環境教育の重要性について取り組まなければならない

と感じた次第です。

今後、産山学園における森林環境教育についても多摩森林
科学園からご支援いただけることとなりました。

11 2025（令和7年2月）産山議会だより

東京都 多摩森林科学園

タイニーハウスとは

一般的に広さが37平方メートル以下の非常に小さな住居を指します。限られたスペースを

最大限に活用するため、機能的でコンパクトなデザインが特徴です。また、タイニーハウス
のデザインは多種多様で、個々のニーズやスタイルに合わせてカスタマイズすることができ

ます。必要最低限のもので満足するライフスタイルは、近年特に注目を集めています。

タイニーハウス

有害鳥獣の行動について

林研究専門員氏から説明

多摩森林科学園内にある森の科学

館にて撮影



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

11月5日～7日 産山村議員研修 山梨県・東京都 全 員

11月13日～14日 第68回町村議長全国大会及び県選出国会議員への要望 東京都 議 長

11月21日 福岡県水巻町議会本村視察 産山村
総務文教厚生
正副委員長

11月22日 例月監査 産山村 監査委員

12月1日 経済建設常任委員会 産山村 経済建設委員

12月2日
各種団体長会議

議会運営委員会
産山村

議 長

議会運営委員

12月7日 産山村人権集会 産山村 全 員

12月9日 第10回全員協議会 産山村 全 員

12月9日～11日 12月定例会 産山村 全 員

12月20日 熊本県町村議会理事会 熊本市 議 長

12月24日 例月監査 産山村 監査委員

12月25日
定期監査
阿蘇広域行政事務組合定例会

産山村
阿蘇市

監査委員
広域議員

1月11日 産山村消防団出初式 産山村 全 員

1月14日～15日 阿蘇広域行政事務組合議会議員研修 鹿児島県 広域議員

1月15日 阿蘇地域の道路整備要望（県庁） 熊本市 議 長

1月17日 議会広報委員会 産山村 広報委員

1月19日
中九州横断道路大津道路中心杭打ち式

南阿蘇村村政20周年記念式典

大津町

南阿蘇村

副 議 長

議 長

1月21日 阿蘇市町村議長会総会 阿蘇市 議 長

1月22日 経済建設常任委員会 経済建設委員

1月23日 熊本県町村議会議員研修会(リモート） 産山村 全 員

1月28日 例月監査 産山村 監査委員

1月29日
第1回全員協議会

第1回臨時会
産山村 全 員

1月31日 熊本県町村議会議長会理事会(リモート） 産山村 議 長

広報特別委員会
委員長 岩下 徳行 副委員長 城本 俊成

委 員 井 芳美 委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

編集後記

明けましておめでとうございます。
元日は日本晴れの中、まぶしい光とともに太陽が昇りました。

昨年5月新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類感染症」にな

りました。制限されていた村内の行事や催し物が以前のように行えるよ
うになり、「敬老の日」「地域の人づくり講座」「人権集会」等々ワク

ワク感が止まりませんでした。議会も行政とともに、今年一年が皆様に

とって良い年になりますように頑張ります。


